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７月契約の工事について、ご紹介いたします（工事担当者よりご挨拶）

大河津分水路改修事業に関わる工事について、７月中に下記6工事が契約となりましたのでお知
らせ致します。契約となりました各工事担当者よりご挨拶いたします。工事を進めていくにあた
り、関係する周辺地域の皆様には、ご理解とご協力をよろしくお願い致します。

新野積橋右岸橋台工事
現場代理人 (株)中元組 佐藤 俊昭

大河津分水路右岸部取付擁壁その１工事
現場代理人 (株)福田組 山田 十一

堤防拡幅に伴い蒲原用水路を新しく作り変え

る工事を行います。地域住民の皆様方及び農

作者の皆様方の生活保全を最優先とし安全作

業で努めてまいりますので工事へのご理解と

ご協力のほど宜しくお願い致します。

当工事は、大河津分水路改修の準備工事とし

て、河川敷に工事用道路を設置する工事です。

地域の皆様の暮らしを守る工事として、精一

杯取り組ませて皆様のご理解とご協力を頂き

たく宜しくお願い致します。

私達は寺泊新長地先の分水路左岸高水敷にお
いて、工事用道路を造成する工事を行います。
地域の皆様のご理解とご協力を賜りながら、
工事が安全に進められるよう取り組んで参り
ますので、よろしくお願い致します。

大河津分水路右岸部取付擁壁その２工事
現場代理人 (株)曙建設 伊津 康弘

大河津分水路右岸部取付擁壁その１工事を担
当させていただくことになりました。工事中
は周辺住民の皆様に配慮した施工を心がけ、
安全第一で工事を進めてまいりますので、ご
理解ご協力を賜りますよう宜しくお願い致し
ます。

大河津分水路右岸部取付擁壁その２工事を担
当することになりました曙建設です。工事中
は地域の皆様方に大変ご迷惑をお掛けします
が、安全作業で取組み工事完成を目指します。
地域の皆様にご理解とご協力のほど宜しくお
願い致します。

蒲原用水路補償その３工事
現場代理人 (株)曙建設 沓掛 弘

大河津分水路工事用道路その４工事
現場代理人 (株)中越興業 中山 徳人

大河津分水路工事用道路その５工事
現場代理人 (株)廣瀬 野村 和也

→

大河津分水路

大河津分水路工事用道路その４工事

大河津分水路工事用道路その５工事

浸透対策区間（蒲原用水路補償その３工事）大河津分水路右岸部取付擁壁その１工事

大河津分水路右岸部取付擁壁その２工事

新野積橋右岸橋台工事

大河津分水路河道拡幅に伴い、新しい野積橋
が設置されるうちの右岸側橋台をつくる工事
を行います。工事中は地域の皆様方にはご迷
惑をお掛けすることもあろうかと思いますが、
ご理解、ご協力ほど宜しくお願い致します。

工 事 名 施工業者名 工 事 期 間 現場事務所の連絡先

新野積橋右岸橋台工事 (株)中元組 H29.7.14 ～ H30.3.30 0258-86-5280

大河津分水路右岸部取付擁壁その１工事 (株)福田組 H29.7.21 ～ H30.3.30 未定

大河津分水路右岸部取付擁壁その２工事 (株)曙建設 H29.7.11 ～ H29.11.15 0256-77-8426

蒲原用水路補償その３工事 (株)曙建設 H29.7.13 ～ H29.12.28 0256-77-8702

大河津分水路工事用道路その４工事 (株)中越興業 H29.7.19 ～ H30.2.28 未定

大河津分水路工事用道路その５工事 (株)廣瀬 H29.7.19 ～ H30.2.28 未定

工事用道路の整備計画区間



【大河津分水路の改修に関する 問い合わせ窓口】

○改修事業の計画・設計について：計画課 Tel 0258-32-3245 ○改修事業の用地取得について：用地課 Tel 0258-32-3022

○改修事業の工事について：大河津出張所 Tel 0256-97-2121

<信濃川河川事務所H P >

<信濃川大河津資料館HP>

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/ohkouzu/index.html

ＴＯＰＩＣ 堰の親子見学ツアーを開催しました！

シリーズ：信濃川の水害と請願 No.4-6 小泉蒼軒と小藩割拠

大河津分水の請願者の一人である小泉蒼軒は「越後平

野では幕府や諸藩の領地が入り混じり、己が勝ってばか

りを成さんとする（自分勝手なことばかりくわだてる）

ために、根本的な治水ができないことこそが水害をもた

らす原因だ。」と述べ、後の大河津分水請願運動に大き

な影響を与えました。

地理学者である小泉其明の長男として今町（現在の見
附市）に生まれた小泉蒼軒。幼いころから父の測量の
手伝いをして、越後や佐渡の地図を完成させる中で
「大河津分水の必要性」について考える機会が生まれ
たと言われています。なお、蒼軒の末裔にあたる新潟
市の本間家には当時の測量器具が遺されています。

こ いずみ そう けん しょう はん かっきょ

江戸時代後期の越後平野の幕府・藩の
領地概要図。幕府領、藩領が入り混じ
っている様子が確認できます。

小藩割拠の概要図

参考文献：『信濃川大河津資料館展示図録』

小泉蒼軒（1797年～1873年）と測量器具

可動堰や洗堰を特別にガイドする

ツアーを7月29日（土）に開催し

ました。「可動堰に使われているシ

リンダーはどこの国で作られたでし

ょう？！」などクイズに挑戦したり、

普段は入れない堰の操作室を特別に

見学したりと、親子で楽しく、大河

津分水について理解を深めていただ

きました。
可動堰のプレートと記念撮影。この後「可
動堰」を書いた人を探してもらいました。

イベント情報 理

●秋の特別展示～大河津分水の計画～
明治後期から昭和初期にかけて実施された大河津分水工事の経緯や苦労などを紹

介します。設計図や道具などの実物資料も多数紹介予定です。

期間：10月3日（火）～12月24日(日) 料金：無料

会場：信濃川大河津資料館
大河津分水の計画図面

●夏の特別展示～大河津分水の生き物たち～
大河津分水で見られる魚や植物、野鳥などを紹介中です。

期間：～9月24日(日) 料金：無料

会場：信濃川大河津資料館
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

堰の操作室。ズラリと並んだ可動堰の操作
盤を前に、子ども達からは次々と質問が。


